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ＮＰＯ法人 ふくてっく木工部

一般木工向 こども木工向部員木工作品 Ｓ＝１：１

カリンバ－改良型－６鍵
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・鍵は、あらかじめ親指の当たる部分を
ペーパーで丸みを取っておく。
・ネジで仮押さえをした後で、中央に置
いたものを基準に、音を調整しながら端
に行くに従って少しづつ短くする。
・整ったらネジを締めなおし、上部に突
き出た部分を、ニッパーなどで切りそろ
える。

ビス 補
強
桟

上板　　１２０×１５０×５　堅木　Φ１５穴
底板　　１２０×１５０×３　ベニヤ
側板－A 　３７×１２０×５　堅木　２枚
側板－B　 ３７×１４０×５　堅木　２枚

鍵　　　　　５×１１０×２　竹　　７本
押え桟　　１７×１１５×５　竹　　１本
枕桟　　　　５×１１５×３　竹　　２本
補強桟　　２５×１０５×２５角材　１本

ビス　　　２５MM　平ビスor丸ビス　４本

　　　補強桟は予めボンドで接着しておく。
　　　ビス穴は押え桟＋補強桟にあけておく。
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・鍵は、あらかじめ親指の当たる部分を
ペーパーで丸みを取っておく。
・ネジで仮押さえをした後で、中央に置
いたものを基準に、音を調整しながら端
に行くに従って少しづつ短くする。
・整ったらネジを締めなおし、上部に突
き出た部分を、ニッパーなどで切りそろ
える。

押え桟

上板　　１２０×１５０×５　堅木　Φ１５穴
底板　　１２０×１５０×３　ベニヤ
側板－A 　３７×１２０×５　堅木　２枚
側板－B　 ３７×１４０×５　堅木　２枚

鍵　　　　　５×１１０×２　竹　　９本
押え桟　　１７×１１５×５　竹　　１本
枕桟　　　　５×１１５×３　竹　　２本
補強桟　　１７×１０５×１０角材　１本

ビス　　　２５MM　平ビスor丸ビス　４本

　　　補強桟は予めボンドで接着しておく。
　　　ビス穴は押え桟＋補強桟にあけておく。
　

ＮＰＯ法人 ふくてっく木工部

一般木工向 こども木工向部員木工作品 Ｓ＝１：１

カリンバ－原型
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